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院
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立
康
史
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提
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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衆
議
院
議
員
足
立
康
史
君
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
災
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で

に
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
総
量
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
正
確
な
値
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
現

時
点
に
お
い
て
最
も
信
頼
し
得
る
「
推
計
根
拠
」
と
考
え
ら
れ
る
「
国
際
原
子
力
機
関
に
対
す
る
日
本
国
政
府
の
追
加
報
告

書
」
（
平
成
二
十
三
年
九
月
原
子
力
災
害
対
策
本
部
決
定
）
に
お
い
て
示
し
た
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
等
か
ら
の
逆
推

定
結
果
を
踏
ま
え
た
値
を
原
子
力
施
設
の
事
故
の
影
響
評
価
に
広
く
用
い
ら
れ
る
国
際
原
子
力
・
放
射
線
事
象
評
価
尺
度
に

基
づ
い
て
ヨ
ウ
素
百
三
十
一
に
換
算
し
、
五
十
万
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
か
ら
百
万
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
程
度
と
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
日
本
の
陸
域
に
降
り
注
い
だ
放
射
性
物
質
の
総
量
」
、
「
除
染
作
業
に
よ
り
集
め
、
あ
る
い
は
指
定
廃
棄
物

と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
適
正
に
管
理
で
き
て
い
る
放
射
性
物
質
の
総
量
」
及
び
「
日
本
の
沿
岸
等
海
域
に
流
出
し
た



 

２ 

 

放
射
性
物
質
の
総
量
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
把
握
し
て
い
な
い
。 


